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評価日 平成28年3月1日 評価日 平成28年3月10日

評価者・組織 学校評価委員会 評価者（いずれかに○）
学校運営協議会
学校評議員

分野 評価項目 自校の取組
アンケート項目・
各種指標

アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

自己評価に
対する改善策

学校関係者評価に
よる意見

学校運営協議会・学
校評議員による改
善に向けた支援策

絵本を活用した
教育活動

・日常の保育の中での，子
どもの姿や行事に沿った絵
本の読み聞かせ
・園だよりでの絵本紹介
・「親子で絵本」活用

・保育の記録（週案の
書き込み）
・全家庭の「親子で絵
本」の実践結果

・「親子で絵本」の活用
は，十分に活用できて
いる家庭とに分かれ
た。

⇒ ⇒

人と親しみ，か
かわりを深める
力の育成

・『ごっこ遊び』に視点を
おいた園内研修の充実
・幼稚園きょうだいの取
組

・エピソード研修や研究保
育　　　　　　　　　　　　　　・
子どもは友達に思いを伝
えたり聞こうとしたりしてい
るか

「そう思う」と答えた保
護者の割合９８％

⇒ ⇒

基本的生活習
慣の確立

・幼稚園生活におけるリ
ズムを整える
・日常保育の中での声
かけの実践

・持ち物の始末や着替
えをきちんと最後まで
やりきろうとしているか

「そう思う」と答えた保
護者の割合８２％

健やかな体の
育成

・日常保育の中での体
を動かす経験の充実
・保育環境の見直し

・子どもは体を動かして
遊ぶことが好きである
か

「そう思う」と答えた保
護者の割合９７％

⇒ ⇒

小・中・家庭・地
域との連携

・小学校，中学校との交
流保育
・地域行事運営の教職
員の参画と子どもの参
加

・幼稚園は小学校や中
学校・家庭や地域との
つながりを大切にして
いるか

「そう思う」と答えた保
護者の割合９７％

⇒ ⇒
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平成２７年度　学校評価実施報告書

　２回目評価 学校名(京都市立伏見板橋幼稚園)

　・重点評価項目について評価・改善していくための個別評価項目の設
定
　・各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

・アンケート実施結
果，その他指標の結
果について整理

自己評価 学校関係者評価

「そう思う」と答えた保
護者の割合９６％

・成長を見据え，褒める
時にしっかりと褒め，叱
るべき時にきちんと叱る
ことで，幼児期に身につ
けるべき規範意識をしっ
かりと育てたい。

・絵本を活用した教育活動
の推進を今後も続けてい
く。
・「親子で絵本」を十分活
用してもらえるよう，保護
者啓発を工夫したり，保育
で読んだ本を紹介したりし
て保護者の意識を高めて
いく。

・親子一緒に家庭で過ご
していても，我が子をき
ちんと理解し，十分な触
れ合いができているとは
限らない。

・我が子と触れ合う時間
は，短くても充実したひと
時にすることが大切であ
る。

・小学校・中学校との交流に
ついては継続した取組が理解
され評価につながっている。
・地域との繋がりも大事にして
きていることが，行事や式典
等での協力体制につながって
いる。
・降園時や園だよりでの担任
からの発信はできているが，
ホームページの更新回数が
若干低下している。

・基本的生活習慣の確立
は子どもの発達年齢に合
わせた取組が重要であり，
家庭でのとらえ方に差が
あることも評価の低下の要
因となっている。
・健やかな体の育成につい
ては，教師も保護者も取組
の成果を感じている。

・小学校や中学校，地域と
の充実した連携の継続を
はかる。
・ホームページの更新回数
が低下しているので更新を
心掛ける。ホームページや
降園時の話，園だより等で
小中との交流について発
信していく。

・園長の，伝えよう応えよ
うという姿勢が保護者に
伝わっている。
・創立120周年記念式典
の成功や地域防災訓練
では中学生に付き添わ
れながら避難するなど，
他校種との連携や地域
との交流のアピールの場
になった。

・これからも保護者の思
いに丁寧に答えるよう努
めてほしい。
・様々な保護者に対し，
園の教育方針を大事に
対応していく。

体験活動を通し
た健やかな心
の育成

・小動物や小さな生き物
の飼育
・季節を通しての栽培活
動や収穫，食育

・子どもは身近な動植
物に興味・関心をもった
り，大事にしようとしたり
しているか

1

確
か
な
学
力

・保護者・教員共に，絵本を活
用した教育活動への意識は
高い。
・「親子で絵本」の活用は，保
護者によって意識の差が大き
い。日々の啓発が必要であ
る。
・担任が，一人一人の子ども
の思いを読み取り，寄り添おう
とする姿勢が保護者に伝わっ
ている。

・担任は子ども一人一
人をよく理解して指導
や援助をしているか

「そう思う」と答えた保
護者の割合９９％

教育活動・教育
環境の充実

・保育の振り返りの充実
・園内研修の充実
・園だよりによる発信

3

健
や
か
な
体

・発達年齢に応じ，整理整
頓された環境づくりを行
い，気持ちの良さを感じら
れるよう援助する。
・子どもが安全に体を動か
すことができる環境を，子
どもの姿に合わせて再構
成すると共に，安全指導も
行う。

・後期評価が前期よりも
若干下がっていること
は，自我の発達からくる
葛藤など，子どもの内面
の育ちの影響と捉えるこ
ともできる。
・地域での保護者（特に
母親）の交通マナー（自
転車）が気になる。

・数値の変化だけにとら
われず，その裏側にある
背景を読み取る。
・１学期早期に保護者へ
の交通安全啓発をすべ
きである。

2

豊
か
な
心

・ごっこ遊びを通して，友達と
かかわって遊ぶ楽しさを味わ
い，友達の思いを聞こうとする
態度が育ってきている。
・子どもの飼育活動への意識
は高く，栽培し収穫したり，園
で調理して食べたり，遊びに
使ったりする経験は，身近な
植物に対する興味や関心の
高まりに大きくつながってい
る。

・友達とかかわる中で，自
分の思いと葛藤したり，共
感したりする場を意識して
つくる。
・植物の生長をより身近に
感じられるような環境づくり
や活動を工夫する。

・昔と今では家庭の価値
観の違いがあり，大事に
しているものが変化して
いる。

　総括・次年度の課題
・確かな学力の育ちにつながる，子どもが絵本に親しむための取組として，「親子で絵本」を保護者に十分に活用してもらえるよう検討し，啓発に努めたい。
・アンケート項目については，子どもの育ちの把握や課題を見出すための指標として，適切な内容かどうか十分に検討していくことが必要である。また，保護者や地域の方の意見を取り入れ，様々な視点から評価していきたい。
・子どもの姿についての情報発信や保護者からの質問や要望などに丁寧に答えてきたことが，保護者の幼稚園や教職員に対する信頼感や教育方針の理解，推進，幼稚園教育への高い参画意識につながった。
・今年度，創立120周年記念事業の取組をしたことにより，地域とのつながりや支援体制の充実を幼稚園と保護者が改めて感じることができ，本園の特色としてもアピールできた。

4

独
自
の
取
組

情報発信の充
実

・降園時の話
・積極的なホーム
ページの更新
・園だよりの充実

・ホームページの更新
状況
・園の教育方針や子ど
もの活動の様子は伝
わっているか

・「そう思う」と答えた保
護者の割合１００％
・後期のホームページ
更新回数は８０回程
度。保護者から更新回
数の低下の指摘あり。


